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南海ビルサービス株式会社 

株式会社ブレイザーズスポーツクラブ 

堺ブレイザーズコーチングキャラバン by ＮＡＮＫＡＩ 

南海電鉄創業１３０周年を記念して、今年は沿線の中学校１５校(例年の５倍)で 

「頑張る男子バレー部員」を応援します 
 

南海電鉄（社長：亘 信二）では、平成２１年度からスポーツ振興事業「堺ブレイザーズコーチング

キャラバンby ＮＡＮＫＡＩ」を推進しています。この取り組みは、Ｖプレミアリーグ所属の「堺ブレ

イザーズ」(部長：田中幹保)と連携して行っているもので、沿線の中学男子バレーボール部に所属する

部員への直接指導やバレーボール大会などを通じて、南海沿線におけるスポーツ振興に寄与しています。 

今回は当社の創業１３０周年を記念して、従来３校を対象に実施していたコーチングを１５校に拡大。

各中学校を１回ずつ訪問して指導にあたります。さらに指導後は、バレーボール大会の開催、堺ブレイ

ザーズのＶプレミアリーグホームゲームの観戦、試合運営に携わるスポーツボランティア体験などを実

施し、技術面だけでなく練習に取り組む姿勢や心構えなどを部員たちに学んでいただきます。 

 

 

 

 

詳細は別紙のとおりです。 

 

  

                 昨年の活動（左：生徒への指導、右：バレーボール大会） 

≪コーチングキャラバン対象校によるバレーボール大会≫ 

９月１２日（土）に、南海ビルサービスが管理運営を受託している「大阪府立体育会館」で 

バレーボール大会を開催します。指導校をはじめ１６チームが出場予定です。 



別紙 

 

１．取り組み名称 

スポーツ振興事業 堺ブレイザーズコーチングキャラバンby ＮＡＮＫＡＩ 

※“コーチングキャラバン”は、“ＦＮＳコーチングキャラバン”の実施母体であるフジテレビ様と協議の上、 

名称使用・実施しています。 

 

２．内容 

（１）堺ブレイザーズの選手による訪問指導 

南海沿線にある中学校１５校の男子バレーボール部に、Ｖプレミアリーグで活躍中の 
堺ブレイザーズの選手（３～４人）がそれぞれ訪問し、部員への直接指導を行います。 

   ①指導対象校 

  ◆和泉市立和泉中学校  ◆和泉市立郷荘中学校 ◆和泉市立信太中学校 

◆大阪狭山市立狭山中学校 ◆大阪狭山市立南中学校 ◆岸和田市立土生中学校 

◆堺市立金岡南中学校 ◆堺市立さつき野中学校 ◆堺市立津久野中学校  

◆堺市立晴美台中学校 ◆忠岡町立忠岡中学校 ◆富田林市立第一中学校  

◆阪南市立貝掛中学校 ◆阪南市立鳥取東中学校 ◆岬町立岬中学校 

②参加予定選手 

   ◆石島雄介 選手  ◆井上裕介 選手 ◆佐川翔 選手 ほか８人 
※各校とも１回、６～９月の間に実施します。初日の６月８日（月）は大阪狭山市立狭山中学校、 
和泉市立信太中学校、岸和田市立土生中学校の３校を訪問します。 

（２）バレーボール大会の開催 

選手による直接指導をはじめとする日々の練習の成果を試す場として、指導校以外の南海沿線

中学チームも交えたバレーボール大会を開催します。 

①開催日時：平成２７年９月１２日(土) ９時３０分～１７時 

②開催場所：大阪府立体育会館  第１競技場 

③出場予定：指導校を含む１６チーム ※平成２６年度は９チームが参加 

④備  考：保護者や地域の皆さんに観戦していただきます（入場無料） 

（３）堺ブレイザーズホームゲーム観戦・運営ボランティア体験 

堺ブレイザーズのホームゲーム（試合会場：堺市金岡公園体育館）に、バレーボール大会優勝

チームの部員を招待します。また当日は、入口でのチケット確認やパンフレット配布などの運営

ボランティアを体験していただきます。 

※日程は、シーズンの試合日程と対象校のスケジュールを考慮のうえ、後日決定します。 

 

（ご参考）スポーツ振興事業の目的について 

（１）子どもたちにＶプレミアリーグに所属する選手から直接指導を受ける機会や成果発表の場を提供することで、

南海沿線におけるスポーツ振興に寄与します。 

（２）バレーボール大会の開催を通じて、保護者や南海沿線にお住まいの方にスポーツを親しむ機会を提供します。

また、トップチームの選手との交流を通じて、地域コミュニティの活性化を目指します。 

（３）堺ブレイザーズのホームタウンである堺や貝塚、泉南など、バレーボールに縁の深い地域でありながら男子バ

レーボール部のある中学校が非常に少ない現状を打破すべく、バレーボール競技人口の拡大を目指します。 

 

以 上 


